






要約 

過去 6年間における周産期死亡自験 60例において死亡因子を検索し,併せて厚生省或は日

産婦調査の成績を参考として,周産期死亡発生防止法について考察を加えた。その結果,産

科医にとって当面の最も重要な課題は低体重児出産の予防であると考えられた。 


